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高温の溶解液注入後に変性したフィブリノゲン製剤
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重症外傷患者では高度な低フィブリノゲン血症を認
めるケースが多く，適切な治療が生命予後の改善につ
ながると考えられている１）．それには新鮮凍結血漿だけ
では不十分であり，濃縮フィブリノゲンの投与が必要
となる２）．当院では重症外傷患者に対し，適応外使用で
フィブリノゲン製剤を投与しており，その有効性を報
告してきた２）３）．日本輸血・細胞治療学会による 2017
年のアンケート調査によれば，同製剤の導入施設は 100
を超えており，救急領域での使用例も 233件に達して
いる．今回，当院の救命救急外来にて重症外傷症例に
対しフィブリノゲン製剤を投与しようとした際，医療
スタッフが溶解を急ぐあまり 60℃を超える熱湯にて加
温した溶解液をフィブリノゲン末ボトルに注入した．
その結果，図のような不溶性凝集物が析出したため，
輸血部門で確認し使用不可とした．フィブリノゲン末
は 4℃で保管されているため水に溶けにくい．添付文
書には 37℃にて加温した溶解液にて，激しく振盪せず
ゆっくり溶解するとされており，37℃を超える高温の
溶解液を用いると不可逆的なタンパク変性を起こすと
考えられる．緊急で同製剤を使用することがある医療
機関に対し，注意喚起したい．
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DENATURED FIBRINOGEN CONCENTRATE DISSOLVED BY HOT SOLUTION
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